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授業アンケート結果を受けての報告書について 

 

高等教育推進機構長  新 田 孝 彦 

 

北海道大学では，平成６年より全学教育科目の授業アンケートを実施するとともに，その

結果を授業担当教員にフィードバックすることによって，授業改善に取り組んできました。しか

しながら，アンケート結果に対して，個々の教員がどのように対応したか，どのような意見をも

っているかに関しては，平成 17 年度の試行を除いて，公表してきませんでした。 

一方で，近年，授業アンケート結果を踏まえて，PDCA サイクル（plan-do-check-act cycle）

にしたがって，継続的に授業改善を行うこと，またアンケートに協力した受講学生への回答を

通して透明性を確保することなどが求められています。そうした点を考慮しつつ，平成26年度，

全学教育専門委員会の授業評価専門部会では，対応策を検討し，授業アンケートの結果に

ついては，各科目責任者が中心となって議論の上，報告書を作成し，高等教育推進機構の

ホームページ上に掲載することとしました。なお，授業科目のうち，一般教育演習，主題別科

目，総合科目に関しては，科目責任者を中心に議論することが困難なため，個々の教員が報

告書を作成することとしました。 

そこで，平成 26 年度の授業科目について，該当する教員に報告書の作成を依頼したとこ

ろ，27科目48名から報告書が提出されましたので，上記の趣旨を勘案しながら編集の上，全

学教育専門委員会の議を経て，学内に限定して，ホームページに掲載することとしました。 

なお，掲載に際しては，科目ごとにまとめることとし，講義題目は明示せず，評点，順位，学

部名，個人名についても，明記していません。また，内容についても，事前に担当者の了承を

得たものに限って掲載しました。今後の授業改善などに役立てていきたいと思います。 

最後に，本授業アンケートの実施ならびに報告書の作成に際しては，関係各位に多大なる

協力を得ました。ここに深く感謝申し上げます。 



 

全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【主題別科目】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

科目名：思索と言語 

１ 

・質問事項全般への回答 質問項目全般において，一

定の評価を得たといえる。 

授業では，板書とスライドとを

効果的に使い分け，基礎的

な事項はもとより，専門的な

内容についても，平明に解説

するよう，つとめている。また，

論文指導という授業に照らし

て，レポートは添削の上，面

談しながら返却するなど，き

め細かな指導を行っている。 

特になし。  

２ 

・自由意見 

「授業の発言する機会がもう

少し多いとさらに学生の理解

が深まると思います」 

 今年度の授業から，グループ

討論の時間を設けるととも

に，学生が発表する機会を

増やす工夫を行っている。 

特になし。  

科目名：社会の認識 

１ 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

教員自身が興味を感じてい

る題材・テーマを取り上げて，

学問的な面白さを分かっても

らえるように講義した。 

今後も，こうした姿勢を継続

したい。 

研究者は，自身が面白いか

ら研究をしている。その研究

内容や学問分野の面白さを

伝えることが研究者の使命で

あろう。その際，できるだけ分

かりやすい説明を心がけるこ

とが大切である。 

 

２ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントや

AV 機器の使われ方が効果

的であった」 

毎回，ハンドアウトを配付し

た。ハンドアウトは，パワーポ

イントスライドの縮小印刷版

である。配付資料はモノクロ

であるが，講義終了後には，

カラー版のパワーポイントスラ

イドの PDF ファイルを講義用

Web ページに UL し，DL でき

るようにした。また，必要に応

じて，動画を視聴させ，でき

るだけ具体例を示すことを心

がけた。 

同上。 パワーポイントを用いる講義

が増えているが，スライドを縮

小印刷したもの等のハンドア

ウトを配付しないと，学生た

ちはスライドの内容をメモする

ことに終始してしまいがちであ

る。学生が講義内容にじっく

り耳を傾け，内容について咀

嚼する時間的余裕が持てる

よう，ハンドアウトを配付する

ことが望ましいのではないかと

考える。 

 

３ 

・自由意見 

「具体例が多いし，先生がと

ても丁寧に説明してくれた。

予習をしないとできないレポ

ートを毎回出すことで予習を

促し授業の理解を深めさせ

てくれた」 

全学教育では期末試験の

実施が難しい。このため，適

正な成績評価を行うために

毎回，リーディングアサインメ

ントとその理解度テストを行っ

た。教科書は指定したし，教

科書の内容に沿って講義を

進めたが，予習を前提として

いることもあり，教科書の内

容を掘り下げて，説明するこ

とを心がけた。また取り扱う事

例などについても，教科書と

は異なる切り口ものも，ある

いは自身の研究に関連が深

いものを選択するように心が

けた。 

同上。 成績評価を適正行う方策の

ひとつとして，チェックポイント

を数多く設けることが考えられ

る。本講義では，毎回の小テ

ストあるいは小レポートと期

末レポートで成績評価を行っ

た。レポートの配付や回収に

際しては，TA を活用し，教

員の負担を軽減することがで

きる。 
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４ 

・自由意見 

「入学当初はあまり経営学に

興味はなかったが，授業が非

常に興味深く，熱意にあふれ

たものだったので，最終的に

はとれてよかった授業だと思え

た」 

本講義は，経営学のまったく

の初学者を対象とするもので

ある。当初は興味がない学

生であっても経営学という学

問に対して興味を持ってもら

えたのであれば，講義の狙い

は成功したといえるし，また教

員として嬉しい思いである。 

今後，一層の努力をしたい。 初学者にとってのハードルは，

専門用語や独特の概念であ

ろう。大学での講義である以

上は，専門用語や概念をき

ちんと教える必要があるもの

の，できるだけ分かりやすく噛

み砕くとともに，身近でとっつ

きやすい具体例を示すことで

理解が促進されると考えてい

る。 

 

５ 

・自由意見 

「スライドの黄色系のパワポが

見づらかった」 

スライドの黄色系が見づらか

ったとの指摘を受けた。 

カラー・ユニバーサルデザイン

をある程度考慮したスライド

作成を心がけているが，教室

の環境（スクリーンに日光や

天井光が当たる）や着席位

置などによって見づらい場合

もあり得る。今後は一層配

慮したい。 

スクリーンを見づらい学生に

は，適宜座席を変更するな

ど促すようにしている。 

 

科目名：科学・技術の世界 

１ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加を促した」 

・自由意見 

「総合討論が良かった。効果

的だった」 

・総合討論で提出レポートの

作成方法や良い点などを示

すことができた。 

・学生自身の意見を反映す

ることに不足があった。 

・H27 年度はグループ形式で

話し合い，発表を実施し学

生参加を促した。 

・また，毎回授業の最後に，

疑問点を示してもらい，下記

のディスカッション日に答える

ようにした。 

  

２ 

・自由意見 

「総合討論は各テーマごとに

実施が良かった」 

・自由意見 

「発言を求める人には事前に

通知があった方が良かった」 

・全講義の最終日に討論を

行ったため，早めに実施した

提出レポート内容等が学生

自身忘れられている等から自

発的発言が少なかった。 

・H27 年度は，中間と最終

日の２回にディスカッション日

を設け，記憶の新しい中で

実施とした。 

・グループ形式で話し合い(ア

クティブラーニング形式），グル

ープ内で発言者・記録者・進

行役などを決め，学生参加

を促した。 

  

３ 

・自由意見 

「クリッカーが不調・トラブルが

多かった」 

・WIN８で使用やアプリケーシ

ョン・レシーバーチャンネルの

設定状況の確認が必要と思

われる 

・事前に全学使用クリッカー

の使用方法，アプリケーション

のバージョン確認やレシーバ

ーチャンネルの確認方法を教

員へお知らせした。 

  

４ 

・自由意見 

「講義担当者がかわるオムニ

バス形式で講義毎に違うテー

マ・分野，および専門的な内

容を聞き，視野を広げられ

た」 

・自由意見 

「専門的かつ包括的な授業

で良かった」 

・個々の教員の研究をテーマ

に講義をすることで，生命科

学の幅広さ，専門的内容に

興味を持たせることが出来

た。 

・H27 年度は 1 学期・2 学

期と基礎と応用と継続した流

れで受講することが可能とな

り更に深い知識と理解を得ら

れるよう計画した。 

  

５ 

・自由意見 

「スクリーンが小さすぎで見え

ない」（多数意見） 

 200 名強の学生が集まるた

め，至急，見やすいスクリーン

を用意するか，よりよい講義

室を用意すべく，事務に連絡

する。 

  

６ 

・自由意見 

「リレー講義なので多くの話

題が聴けてよかった。ただし，

主題とあまり関係ない講義も

あった。また，レポート提出方

法などに一貫性がなかった」 

 主題を狭く捉えがちな学生に

は関係がわかりにくい回もあっ

たかもしれない。今後，各回

において主題との関係を冒

頭に述べるなどの工夫を考え

る。また，レポートの指示もで

きるだけ統一する。 

実際に手を動かせるようなこ

とをすると飽きずに取り組める

ようだ。 
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全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【総合科目】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

科目名：環境と人間 

１ 

・質問項目全般への回答 オムニバス形式で広く浅く知

識を伝えられた。 

ただし，専門的すぎる内容も

あった。 

学生の自主的参加をうなが

せなかった。 

発表（内容・スライド・音響

装置）を明瞭にわかりやすくす

る。 

内容を減らして質問時間を

与える。 

オムニバス形式の場合，講

義スタイルの不統一を気にす

る学生がいる。最低限の統

一を図りたい。 

 

２ 

・自由意見全般 「良かったと思う点」に書かれ

ている 19 人（29 人中）の内

容はほとんどが講義の意図を

理解したものであり，満足し

ている。 

   

３ 

・自由意見 

「実験などの体験が多くでき

たらよいと思う」 

 講義時間と化学実験の準

備であることと授業科目であ

ることから対応不可能。 

  

４ 

・自由意見 

「評価の方法がわかりづらかっ

た。明確にしてほしい」 

 

 初回に説明している。1 件し

かないことを考えると当該受

講者が欠席したか聞き逃し

たと考えるのがふつう。 

  

５ 

・自由意見 

「もう少し簡単な説明をして

ほしかった。参考図書も明示

してほしい」 

 最先端の内容であること，受

講者の基礎知識等のちがい

はきわめて大きいため改善は

むずかしい。 

  

６ 

・自由意見 

「難しい。仕方ないとは思い

ます」 

 対応不可能。   

７ 

・自由意見 

「実験を行うことでより深くそ

の講義内容を理解できるの

で，もっと実験を増やしてもい

い」 

 講義時間と化学実験の準

備のため対応不可能。 

  

８ 

・自由意見 

「スライドを ELMS にのせてく

れる点」 

授業で使用した資料（スライ

ド）を ELMS に掲載した点 

当該授業の１～２日前には

ELMS に資料を掲載するこ

と。 

  

９ 

・自由意見 

「複数の講師が多様な観点

から話題を提供した」 

土木・建築に関する最新の

国際的・国内的視点からの

話題を伝えた点。 

引き続き最新の話題を学生

の興味を引くように分かり易く

解説すること。 

専門的なテーマであっても常

に学生が興味を持つようなも

のを日ごろから気をつけて探

しておくようにすること。 

 

10 

・自由意見 

「レポートの告知は少し早め

にして欲しい」 

授業の後半にレポートの提

出が重なるので，告知を早め

にする点。 

総括レポートは締切の 1 カ

月前に ELMS で課題を掲載

したこと。 

  

11 

・自由意見 

「割と一方的に話されるだけ

で眠い」 

講師から一方的に教えるの

ではなく，学生からも意見や

解答を述べさせる。 

学生に「これはどう思うか？」

と尋ねたり，名前を読んで答

えさせたりしたこと。 

  

12 

・質問項目 

「この授業１回のための予

習・復習に費やした時間は

平均（ ）であった」 

授業の予習・復習をもっと効

果的にさせるように工夫すべ

き点。 

次の授業で扱うテーマについ

てある程度調べさせるような

宿題を出して，発表させるこ

となどを検討する予定。 
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科目名：健康と社会 

１ 

 スポーツ医学がテーマである

が，オムニバス形式の授業で

あり，内容が多岐にわたり

様々な分野の最新の情報が

得られる構成となっている

点。 

 複数の分野の先端的研究

者を講師として利用する。 

 

２ 

 スポーツと医科学との関連を

理解することが可能な授業

である点。 

   

３ 

 テストよりはレポートが良いと

いう意見が多かった 

今年より講義毎のレポート提

出を課し，期末テストを廃止

した。 

  

４ 

 講師が異なるため，重複する

内容が一部に見られた。 
重複する部分については講

師に構成の工夫を依頼す

る。 

  

５ 

 冷房が効きすぎて講堂内が

寒かった。 
空調管理についてはその都

度温度調整を行う。 

  

科目名：人間と文化 

１ 

・質問項目 

・自由意見 

AV 機器によるパワーポイント

や動画の利用がうまくいかな

かった点を指摘する声が多か

った。 

２名で分担して，それぞれ得

意分野を受け持ったことによ

って，授業にバリエーションが

生まれたことが評価された。 

一方，授業のスピードが速

い，抽象的な言葉遣いが多

いなどの点で，受講者に対す

る配慮が足りなかったことは，

今後改善すべきである。 

授業で使用する教材を，事

前にさらにチェックして，より明

快でスムーズな授業ができる

ように心がける。 

ELMS を活用して，受講者

が自主的に予習・復習する

だけでなく，さらに授業内容を

応用して関心を広げていくこ

とができるように工夫するこ

と。 

 

２ 

・質問項目 

「シラバスは，授業の目標，

内容，評価方法を明確に示

していた」 

シラバスは，授業の目標内

容，評価方法を明快にして

いた点。 

出席の位置づけやテスト出

題の方法などを明示していた

こと。 

成績・出席の評価方法を事

前に明確化しておくこと。 

 

３ 

・自由意見 

「オムニバス形式であったこと」 

複数の教員で構成された

が，キーワードでテーマがブレ

なかったこと。 

事前の計画で，オムニバス内

のバランスを考慮したこと。 

オムニバスは時として，内容

が偏よるため，事前に教員間

で内容を調整する。 

 

４ 

・自由意見 

「レジュメが配布されたこと」 

レジュメを配ることでテスト勉

強がしやすかったと思われる

点。 

復習に役立つレジュメをもっと

意識する必要があった。 

授業修了後の復習のことを

考えてレジュメを作成する。 
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全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【一般教育演習】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

１ 

・自由意見 

「プリントが配布されたので復

習しやすかった」 

プリントを配布した点。 継続予定。 プリントは配布した方がよい。  

２ 

・自由意見 

「発表のためのディスカッション

の時間が少なかった」 

発表のためのディスカッション

の時間が少なかった。 

教えることを減らしたくないの

で現状では対応不能。 

可能な限り十分ディスカッショ

ンの時間を確保する。 

 

３ 

・質問項目 

「授業はシラバスに沿って行

われていた」 

他の項目と比べて評点が低

い数値になっている。必要に

応じて授業の内容を別の回

の内容と入れ替えたことが関

係している。 

平成 27 年度は当初の計画

どおりに進行できるようなシラ

バスを作成した。 

  

４ 

・質問項目 

「授業により知的に刺激さ

れ，さらに深く勉強したくなっ

た」 

評点がやや低いが，ごく一部

であり，また平均値を上回っ

ているので特に大きな問題が

あったわけではない。 

講義の部分にもう少しアカデ

ミックな要素を加えるかを検

討中。 

  

５ 

・自由意見 

「授業時間の超過」 

所定の模擬授業時間（１人

あたり 15 分）を超えて発表

する学生がでた際の時間調

整が難しかった。 

模擬授業の際には時間を厳

守することを繰り返し伝達し

た上で，それでも時間を超過

した場合にはフィードバックの

時間を短くするなどの調整を

行う。 

  

６ 

・質問項目，自由意見全般 ８つの項目で高い評価を得

ることができた。また，自由記

述についても，学生の満足

度が非常に高いことがわかっ

た。 

平成 27 年度においては，シ

ラバスに掲載する評価方法

について，さらに精緻化して

具体的に記述した。 

学生との親和性を高める工

夫をする（ユーモア，早い段

階での氏名と顔の記憶，熱

意等）。 

 

７ 

・質問項目，自由意見全般 

シラバスとの統合性や全体

的満足度で高評価。 

グループ学習も調査・プレゼ

ンやディベート等多様であり，

実際に現場の見学で 見て，

触って，臭って，食べれて等

の経験ができ，実習に近い

授業での体感・体験が良か

った。 

グループの組み合わせも様々

な学部や系の人といっしょで，

多面的にテーマを検討できて

良かった。 

自由意見は，概ね好評。 

学生参加の促進や到達目

標の達成度で高評価。 

一方，見学は実践教育その

もので楽しかったが，プレゼン

が準備も含めキツかった。 

文系には難易度が高い場合

も有った。 

グループ学習の設定テーマを

再検討し，学生がより質問し

易い環境にする必要がある。 

この点に関しては，本授業が

畜産関連現場の見学も含め

た特殊なものであり，グループ

調査・発表も見学施設と関

連させて設定しており，他の

参考にはなり難いと思われ

る。 

 

８ 

・自由意見 

「レポートの量は適切だった

が，提出日が先生によってバ

ラバラでかぶってしまうことがあ

ったので，ちゃんと調整すべき

だと思いました」 

レポート提出日を教員間で

調整する。 

予めレポートの調整を行う。 複数教員の間で連絡を密に

する。 

 

９ 

・自由意見 

「色々な医療器具に触った

り，様々な場所を見学できた

りしたこと」 

発表の機会を多く設けたこ

と，座学だけでなくミニ実習も

可能にしたこと。 

座学以外の実習に関する機

会について，もっと増やすこ

と。 

学生からの質問があれば，丁

寧に１つ１つ回答してあげるよ

うに努めること。 
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10 

質問項目全般 

概ね好意的な意見が多かっ

たが，講義内容，設備に関

する指摘があった。 

・南極への興味が満たされた 

・低温研の訪問が興味深か

った。 

・プレゼンテーションが楽しかっ

た。 

・教員の熱意，体験談など

が高評価。 

・部屋が暑い，定員が少ない 

・講義内容の重複。 

・レポートや体験型学習の要

求。 

・分担教員の講義内容の確

認。 

・レポート課題の検討。 

・学生によるプレゼンテーショ

ン，低温研見学の継続。 

・教室を出て，施設の見学を

取り入れる。 

・実体験に基づいたスライド

作成，体験談の挿入。 

・学生自身によるプレゼンテ

ーションの導入。 

 

11 

・自由意見 

「生物未履修者のために資

料が示されるとよいと思った」 

 今年度は生物未履修者用

の資料を準備し配付した。 
  

12 

・自由意見 

「各プレゼン前に資料がほし

かった」 

「プレゼンまでの時間がもっと

ほしかった」 

 今年度は学生のプレゼンテー

ションまでの準備時間が十分

であるかを学生に確認した上

でプレゼン開始時期を決定し

た。ただしプレゼン前に予め

資料を準備してもらうために

は，開始時期をさらに遅くす

る必要があり実現できなかっ

た。来年度以降，授業全体

のスケジュールを再検討す

る。 

  

13 

・自由意見 

「発表者レポートの提出期

間が異なる点が不公平だと

思った」 

 今年度は発表後１週間後を

提出期限とし公平になるよう

にした。 

  

14 

・自由意見 

「教室が暑い」 

 今年度はクーラーが設置され

ていた。 

  

15 

・質問項目 

「シラバスは，授業の目標，

内容，評価方法を明快に示

していた」 

シラバスに授業目標，内容，

評価方法を具体的に記載し

ていた点。 

今後も具体的に記載予定。 シラバスには具体的に記載す

ること。 

 

16 

・質問項目 

「授業はシラバスに沿って行

われていた」 

シラバスにそって授業を進行

した点。 

今後も具体的に進行予定。 シラバスにそって授業を進行

すること。 

 

17 

・質問項目 

「教員の説明はわかりやすか

った」 

なるべく専門用語を用いず説

明した点，その逆に回りくどい

表現で説明した点も否めな

い。 

今後も平易な内容に務める

予定。 

専門用語を用いない授業進

行することが必要と思われ

る。 

 

18 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

熱意を持って授業に取り組ん

だ点。 

今後も熱意を込めて実施。 熱意を込めて授業進行する

こと。 

 

19 

・質問項目 

「教員の話し方は聞き取りや

すかった」 

70 人講義室でマイク設備が

なかった点は改善の必要が

ある。 

教室の後ろ３列を着席禁止

としたが守られず。 

受講人数に合った教室スペ

ースが必要。 

 

20 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

前半を講義，後半をプレゼン

とした点。 

講義中に学生に質問を計

画。 

「分からない」の連発は教員・

学生の気分を害するので，ポ

イント制にするなど工夫が必

要。 

 

21 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

質問に適切に対応した点。 質問のない学生に質問する

計画。 

何が分かって，何が分からな

いか知る工夫。 
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22 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

教科書に色塗りさせた点。 色塗りの効果的な復習を促

す計画。 

手を動かす作業を課する工

夫，多少高価な教材を使う

ことで価値観を与えられると

思う。 

 

23 

・質問項目 

「授業により知的に刺激さ

れ，さらに深く勉強したくなっ

た」 

自分の体と比較をさせたり，

身近なものを例として取り上

げて説明した点。 

今後も効果的な授業に取り

組む予定。 

例えなどを使って説明する工

夫。 

 

24 

・質問項目 

「授業は全体として満足でき

るものであった」 

レポートや質問回数などをポ

イントとした点。 

講義を少なくしプレゼンを多

めにする計画。 

発言の場を多くする工夫。  

25 

・質問項目 

「授業で要求される作業量

（レポート，課題，予習・復

習など）は適切であった」 

レポート字数を制限し書きす

ぎないようにした点。 

今後も書きすぎないレポート

提出を予定。 

レポート提出は 1 回，2,000

字程度が適当。 

 

26 

・質問項目 

「授業内容の難易度は適切

であった」 

難易度は適切であった点。 今後も難易度を維持する予

定。 

文理入り乱れているため，難

易度の設定は低い方に合わ

せるべきか。 

 

27 

・質問項目 

「この授業の自分の出席率

は（  ）％程度であった」 

ID カードチェックに加え，各回

クイズを出して出欠を確認し

た点。 

今後も続ける。 出欠は厳しくチェックする独自

の方法が必要。 

 

28 

・質問項目 

「質問，発言，調査，自習な

どにより，自分はこの授業に

積極的に参加した」 

発言回数をポイントとし成績

評価に反映させた点。 

今後も続ける。 発言時には自分の名前を言

う習慣を身につけさせる。 

 

29 

・質問項目 

「この授業１回(90 分)のため

の予習・復習に費やした時

間は平均（  ）であった」 

予習復習は殆ど必要ないこ

とを授業中に明示した点。 

今後も続ける。 教科書を使用することで予

習復習の価値を与える工

夫。 

 

30 

・質問項目 

「シラバスに記載されている到

達目標は，（  ）割程度達

成できた」 

到達目標はクリアできたと評

価された点。 

今後も続ける。 10 割の達成度を目指す工

夫。 

 

31 

・自由意見 

「分かりやすかった」 

分かりやすいよう務めた点。 今後も続ける。 専門用語を用いない工夫。  

32 

・自由意見 

「テキストが高価」 

 高価？と感じるテキストに合

致した知識の付与を計画 

高価？でも受講を希望する

授業を予定。 

テキストの金額をシラバスに

明示することが必要と思う。 

 

33 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

学生からの質問などに適切

に対応できた。 

演習での題材をもっと増やす

ことを計画している。 

演習での題材を教員の専門

領域の英文論文としたためと

考えられた。 

 

34 

・自由意見 

「教員間の授業の経過の情

報の共有が不足している」 

教員間の情報の共有を促す

べきであった。 

授業担当教員は毎週会合

をもっているのでその際にルー

チンで前週の授業経過を報

告することを計画している。 

  

35 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

効果的に学生の参加を促し

た。 

できる限りグループ討論する

機会を設けたこと。 

  

36 

・自由意見 

「参加者の意識レベルの違

い」 

受講者の選考方法。 面接審査方法の改善。   
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37 

・自由意見全般 

 

今まで知らなかった新しいオ

ペラという世界へ案内された

こと，また，解説・資料等で，

それらの背景をよく理解でき

たことも評価されていた。 

現状をもとに，よりわかりやす

く，新たな世界を紹介する工

夫（最新のメディアの利用

等）を考えてみたい。 

  

38 

・質問項目 

「シラバスは，授業の目標，

内容，評価方法を明快に示

していた」 

「授業はシラバスに沿って行

われていた」 

  シラバスの内容およびそれに

沿った進行に評価が高かった

が，これに関しては入念な準

備が最も効果的であろう。 

 

39 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

比較的低い評価だったのが，

学生との双方向的な要素が

少なかった点である。 

授業の性格上，受動的にな

りやすい面は残るが，受講者

の感想なり考えなりを積極的

に紹介し，双方向的な要素

を増やしていきたい。 

  

40 

・自由意見 

「毎回のレポート」，「学生の

興味を引きつける授業内容

の工夫」，「実験に関して学

生で意見を交わす点」，「解

説のわかりやすさ」 

・自由意見 

「説明に使われる概念が難し

い」，「１人ひとり意見を求め

られるのは苦痛」，「解説が

少ない」，「何の役に立つのか

わからない」，「物理を習って

いないと難しい」等 

「良かったと思う点」と「改善し

た方がよいと思う点」が同じで

あるものも多いように見える

が，「１人ひとり意見を求めら

れるのに，時々苦痛に感じ

た」という意見や難しく感じて

いる学生がいる点は改善した

方が良い。 

今年度から実験の予測をグ

ループで相談できるようにし

た。来年度は必要な基礎的

概念の理解を助ける実験を

一つ加えることを検討してい

る。また，学生がよりよい選

択を出来るようシラバスについ

ても検討したい。 

  

41 

・質問事項全般 

・自由意見 

「論文執筆が楽しい」，「書き

方を学べた」 

良かった点は，「シラバスにそ

って行われていた」「効果的に

学生の参加を促した」「学生

の質問・発言等に適切に対

応した」「黒板，教科書，プリ

ントやＡＶ聞き等の使われ方

が効果的だった」「予習・復

習に費やした時間」。改善点

としてシラバスの内容，熱意

の伝え方，知的刺激の方

法，学生満足度の向上の方

法について検討した。 

・２学期からシラバスの内容を

改善し，学生に求められてい

ること，それによって何が身に

つくのかについてより詳細で具

体的な内容を記述した。 

・グループ面談および個別面

談の時間をとり入れた。アクテ

ィブ・ラーニングの導入で短縮

された講義の時間（知識伝

達の時間）をカバーできるよう

に，面談では個々の学生との

コミュニケーションを図りながら

知的刺激をし，学生の満足

度を上げるように工夫した。

そうすることで教員の熱意を

伝える努力を試みた。 

・アクティブ・ラーニングをとり入

れた授業。 

・個別面談での学生対応の

仕方。 

・アクティブ・ラーニングに使用

するワークシートの作成。 

 

42 

・質問項目全般 

・自由意見 

「論文の改善点についてよく

理解できた」，「グループによ

る論文は責任を伴い，大変

いい経験になった」，「普段取

り扱わない話題に触れられて

良かった」 

良かった点は，「説明がわかり

やすい」，「熱意が伝わってき

た」，「話し方は聞きやすかっ

た」「効果的に学生の参加を

促した」「学生の質問・発言

等に適切に対応した」「黒

板，教科書，プリントやＡＶ聞

き等の使われ方が効果的だ

った」「知的に刺激され，さら

に深く勉強したくなった」「予

習・復習に費やした時間」。

改善点としてシラバスの説

明，時間配分，学生満足度

の向上の方法について検討

した。 

・２学期からシラバスを改善

し，学生に求められているこ

と，それによって何が身につく

のかについてより詳細で具体

的な内容を記述した。 

・グループ面談および個別面

談の時間を導入した。面談

では個々の学生とのコミュニ

ケーションを図りながら論文

指導に力を入れ，学生の満

足度を上げるように工夫し

た。 

・時間配分に気をつけながら

授業をした。 

・アクティブ・ラーニングをとり 

入れた授業。 

・個別面談での学生対応の

仕方。 

・アクティブ・ラーニングに使用 

するワークシートの作成。 
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43 

・質問項目全般 

・自由意見 

「深く考えることができた」，

「ディスカッションが多くあっ

た」，「発言の機会が多かっ

た」「多角的な議論ができた」

「授業時間外でも論文につ

いての相談にのってくれた」

「留学生と一緒に議論をする

ことで国や文化による違いを

感じることができて良かった」 

特に良かった点は以下のとお

りである。「到達目標は（ ）

程度達成できた」「知的に刺

激され，さらに深く勉強したく

なった」，「学生の質問・発言

等に適切に対応した」，「効

果的に学生の参加を促し

た」，「シラバスにそって行われ

ていた」，「黒板，教科書，プ

リントやＡＶ機器等の使われ

方が効果的であった」「積極

的に参加した」。 

１学期の反省を受けて，２学

期は全て改善された。しか

し，２学期は，他の科目の試

験期間と論文作成の時間が

重なったため，複数の学生か

ら「テスト期間などに論文課

題が出て大変だった」「論文

作成にもっと時間をかけたい」

「論文指導はもう少し早い段

階から始めてもいいと思う」と

いうコメントがあった。そのた

め，2015 年度は論文指導

の時間を早めてテスト期間と

重ならないように工夫した。 

上記に同じ。  
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全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【共通科目】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

科目名：体育学Ｂ 

１ 

 良かった点として，様々な分

野の教員で授業展開するこ

とで多様な側面から体育学

を学べること。 

継続して，今年度も同様の

形式で実践している。 

シラバスが明快であった点や

シラバスにそって授業を進め

たことを高く評価してもらえた

ことから，他の授業でも参考

になるのではないだろうか。 

 

２ 

 改善点として，器具の不具

合が多く挙げられていたこと。 

授業開始１５分前には教室

に行き，事前に器具のチェッ

クを行うように心がけている。 

  

３ 

 改善点として，テストからレポ

ートに変えて試験実施した点

も多く挙げられていた。これに

ついては，教員側の不手際

であったことに間違いなく，反

省する点である。 

初回授業の際に，レポートか

テストかを明確に学生に伝え

るようにした。 
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全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【外国語】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

科目名：英語 

１ 

・自由意見 

「みんなの書いた文章をどこ

がいいのか考えるというのはと

てもおもしろく，自分のために

なった」 

「グループディスカッションによっ

てみんなで知識を分けあうこ

とができた」 

学生の自主的な気付きや，

スキルと知識の共有をねらい

として，グループワークを多く

課したことが効果的であったと

考えられる。 

 この授業のような，学生を主

体とする発信型の授業にお

いては，ピア・リビューが相互

的コミュニケーションの基盤形

成に役立つのではないかと考

えている。 

 

２ 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

熱意がある。学生に分かって

もらおうとする工夫がある。 

今後も継続して，毎回のポイ

ントを明確にして，準備にしっ

かり時間をかける。 

  

３ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

毎回，さまざまな形で，教師

の一方的な説明にならない

ように，学生の参加を促し

た。Reading の授業では，

group で当番を決めて内容

のまとめ発表をさせている。 

英語 I でも，英語 III, 英語

IV でも，毎回簡単ペアワー

ク，group work，dictinonary 

work, (CALL 教室の場合は

internet work を実施し，一

方的にならないように工夫し

ている。 

辞書を上手に使えない学生

が多い（「訳」調べるだけ）。

読み間違い，書き間違い，

あるいは質問があった語彙の

中から，授業中に辞書で調

べさせ，中学生に分かりやす

く説明する方法をペアで考え

させる。（例：first と at first

の違いは？）辞書には「訳

語」以外に様々な有用な情

報が書いてあることに気が付

くと，自分で上手に辞書を利

用するきっかけになるようだ。 

 

４ 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

質問発言への対応。授業中

に手を上げて質問する学生

は少ないが，紙に書かせると

さまざまな質問が出てくる。 

毎回，授業の最後に質問コ

メント用紙に記入をする時間

を設けている。宿題にも，質

問を書く機会を設けている。

毎回，授業の中で前回の学

生からの質問の一部を取り

上げている。また，質問要旨

は次の回に学生に返却して

いるが，その際に各学生の質

問へ回答，アドヴァイスを書く

ようにしている。 

Reading 授業では，毎回，

範囲を決めて数名の質問当

番を当てて，事前に分からな

いところ，説明してほしいとこ

ろをメールで送らせている。質

問当番の学生には，個々の

質問たいして説明をして，質

問当番全員の質問とそれに

対する説明解説をプリントア

ウトして，全員に配布してい

る。質問の中で適当なものを

選んで，授業中にも説明した

り，ペアワーク，グループワーク

の題材にしたりしている。（自

分の質問が採用されたりする

と，さらに質問をする動機づ

けが上がるようだ）。 

 

５ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

AV 機器の効果的利用。 PC を利用し，必要な音声や

画像の紹介，練習。また，

PPT スライドを作成してそれ

をスクリーンに映しながら授業

を進めている。 

スライドを使うことにより，ポイ

ントをハイライトして説明した

り，写真なども利用できる。ま

た，簡単なクイズなどもでき

る。学生を集中させるのに有

効。 

 

６ 

・質問項目 

「授業で要求される作業量

（レポート，課題，予習・復

習など）は適切であった」 

他の授業と比べて課題の量

が多い。 

課題はやや多めかもしれない

が，その点を高く評価してい

る学生もいるので，time 

management も含めどのよう

に課題に取り組むかを各学
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生に工夫してもらいたいと思

っている。 

７ 

・自由意見 

「課題が他の科目に比べて

多い」 

 多少加減をすべき回もあるか

もしれないが，多いと感じるか

どうかに個人差が大きいの

で，多くの課題をこなすことで

学習のペースがつかめてあり

がたいと言ってくれている学生

の方に合わせている。 

  

８ 

・自由意見 

「作文を書く機会が多く，リス

ニングの練習も多く，よかっ

た。最初は課題が多いかなと

思ったが，それをこなすことで

英語に対する自信がついた」 

 英語 I では，後半は毎回作

文の課題を出している。リス

ニングも毎回宿題と宿題の

応用問題は授業の最初の

小テストで行っている。また，

全ての授業で，授業の最後

の 7 分程度，(1)What did 

you learn in today's class

と(2)What did you find most 

interesting in today's class

を英語で書かせている。 

どの授業でも，最後の７分程

度（１）（２）を英語で書かせて

いる。最初は嫌がる学生も

多いが，数週間で慣れてく

る。ここでは，細かな文法的

な点は気にせずにできるだけ

語数を書くように指導。言い

たいことが思うようにかけない

という経験を重ねると，自分

で書く勉強を始める学生もい

る。その日の授業を自分で振

り返ることで，頭の整理と

reinforcement ができる。さら

に，学生がどの程度ポイント

を理解しているか，どの部分

に興味を持っているかを確認

できるので，その後の授業に

生かせる情報が得られる。ク

ラスによっては，TA に書く学

生が書いた語数を数えてもら

い，成績評価の一部に加え

ている。 

 

９ 

・自由意見 

「クラスワークなどで学生同士

が交流できることが良かった。

コミュニケーションに関する学

習が多く，クラス全員で参加

できる点が良かった」 

  教室に人が集まっているから

こそできる（家でひとりではで

きない）活動を毎回必ず入

れるようにしている。学んだ表

現を応用した会話練習（half 

structured conversation 

practice: 途中までは，会話

の台本を与え，最後の部分

を自分たちで作っているという

形）。Reading の授業では，

興味深い内容に関して，日

本語で discussion をさせる

場合もあり（ペアで，あるいは

４名程度のグループで）。内

容に興味を持つと予習や復

習の動機づけが上がるようで

す。 

 

10 

・自由意見 

「Glexa の録音課題で，自分

の発音を先生が評価すること

で，自分の発音の改善点が

わかったこと」 

  英語 I の授業では，Glexa の

録音課題提出機能を利用

して，発音課題を提出させて

います。最初は，嫌がる生徒

もいますが，簡単なものから

初めて最後は，自分の作文

のプレゼンテーションの練習と

して提出させます。一人一人

の発音の弱点や癖がわかる

ので，具体的な feedback が

できます。個々の学生に簡

単なコメントをつけ，多くの学

生に見られる共通の問題点
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に関しては，授業で説明し，

発音練習をします。Malala 

Youfzai の国連スピーチの一

節を録音する課題では，少

なからぬ学生が感動しながら

気持ちを込めて発音できてい

るようでした。 

11 

・自由意見 

「英語を学ぶことの意義や楽

しさがわかったし，自分がどの

くらいまで本気を出すとできる

のか，何がたりないのかが分

かった。授業が終わっても，

自分で英語をもう一度勉強

してみようと思えた」 

  読解の授業では，日本人学

習者向けに作られた「手加

減された」テキストは使わな

い，毎回，かなりの量を読ま

せる。それによって，どのくらい

本気を出せば本物が読める

のか，自分に何が足りないの

かに気づく機会にしたいと思っ

ている。グループワークや小テ

スト，宿題などで，本気を出

さざるを得ない状況を作るこ

とに工夫をしている。内容が

知的に興味深いものであれ

ば，多くの学生が頑張ってつ

いてくるようだ。 

 

12 

・自由意見 

「英語を読んで，ただ，それを

解説するだけでなく，生徒に

プレゼンという形で解説をさせ

る場を設けたり，会話や作文

もバランスよく混ぜられていて

よかった。授業の内容も１つ１

つが分かりやすく，核心を突く

ものばかりで，あらためてこれ

からの英語に対する向き合い

方を教えてくれたと思う。もっ

と英語ができるようになりたい

と思える授業だった」 

  reading の授業では，グルー

プごとに範囲を決めて内容を

パワーポイントを使いながら発

表させている。グループワーク

であること，皆の前で発表し

なければならないことから，多

くの学生が「本気で」読み込

んでくる。学期中に２回機会

があるので，分かりやすい発

表を心がける態度も意識す

るようになるようだ。また，

reading の授業でも，テキスト

に出てきた表現を応用して，

ペアで会話練習をする時間

も毎回数分は設けている（多

くの学生が，学んだ英語表

現を実際の会話で，使いた

がっている。） 

 

13 

・自由意見 

「英文要約の空欄補充問題

の配布物を事前にほしい」 

課題プリントの事前配布。 英語４で，英文を板書したイ

ラストを見ながら英語で再話

して聞かせる授業であった

が，理解を助けるために，とこ

ろどころ穴あきの要約文を授

業最初に配布していた。これ

を授業外の課題の一つとし

て，前の週に配布し，授業で

は再話に集中できるようにし

た。 

  

科目名：英語演習 

１ 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

学生の発表に対して質疑応

答する作業を中心としたの

で，教員がコメントを加える

機会が多かったことが評価さ

れたと思われる 

 学生の発表に際しては，まず

彼らの思考の流れをたどるよ

うにして理解した上で，適宜

コメントを加えていくことが効

果的であると思われる 

 

２ 

・自由意見 

「扱っているテキストは難しい

ところもあったが，説明がわか

りやすかったし，理解するとと

てもおもしろいものだった」 

「内容が非常に興味深く，読

質疑応答を通して，単に読

み違いを指摘するだけでな

く，学生の理解を妨げている

知識不足を補うことを常に意

識して授業をすすめたことが

評価されたと思われる 

 外国語演習においては，多

少レベルの高い教材であって

も，テーマや論点の面白さを

学生に丁寧に伝えようとする

ことによって，学習意欲を向

上させることができるように思
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んでいて楽しかった。授業自

体も生徒のモチベーションを

維持させるような工夫がなさ

れていた」 

う。 

３ 

・自由意見 

「[テキスト教材の]プリントを

補強する形でスライドや引用

のプリントを活用していて，英

語の授業としてだけでなく，観

光の中身にも満足できる内

容だった」 

学生の理解を促すためには

労力を惜しまずスライドやプリ

ントを用意したことが強化さ

れたと思われる。 

   

４ 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

正直，何がよかったのかわか

りませんが（笑），自分自身

楽しんで授業をしていたから

かもしれません。 

   

５ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

学生と一人一人面談をしな

がら，自習を促していきました

ので，それがよかったのかなと

思います。 

 比較的少人数だからできるこ

とですが，一人一人に時間を

割くこと。 

 

６ 

・自由意見 

「リスニング・リーディングの力

がついた，解説・毎週の宿題

が適切だった」 

改善した方が良いと思う点と

して，板書が読めない時があ

った，ということが指摘された。 

板書の英語は，なるべく筆記

体を使わないよう気をつけて

いる。 

特にはありません。  

７ 

・質問項目全般 スケジュールをあらかじめ示し

て課題のエッセイの作成を段

階的に進めていった点。 

この授業はテキストの編者が

作成したモデル・シラバスに沿

って行なったところ，学生から

の評判がよかったので，同様

のシラバス構成を心がけるこ

と。 

テキスト「My Home, My 

English Roots」（松柏社）は

推薦できる。 

 

８ 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

・自由意見 

「質問について，次回に解説

があったことが良かった」 

毎回，授業の最後に質問等

を書かせ，次に授業で解説

している。 

毎回のレポート，質問提出に

より，双方向のやりとりを行っ

ている。 

その場で直接質問はできな

いが，書かせるとハードルが

低くなる。 

 

９ 

・追加設問 

「コミュニケーション能力（自分

の考えを的確に表現し，他

者と相互にアイディアを交換

できる）」 

・自由意見 

「各グループで学生が主導と

なって学習を進めた点が良か

った」 

「討論することが楽しかった」 

英語の論文読みと，その内

容をまとめる作業をグループご

とに行わせた。 

グループで討論させ，発表さ

せる。 

グループ学習により，学生に

主体的に授業に参加させ

た。 

 

10 

・追加設問 

「人間や社会の多様性の理

解（世の中には，様々な価

値観を持った人々や社会が

存在していることを受け止め

る）」 

・追加設問 

「社会的責任と普遍的な倫

理観（人間としてあるいは市

民としての責任と倫理の自

覚）」 

社会問題についてもグループ

で討論させた。 

論文読みだけでなく，それに

関わる社会問題を考えさせ

る。 

英語だけでなく，現実の社会

問題も意識させる。 

 

11 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

授業内において，個人ワー

ク，グループワークのいずれに

おいても個人での口頭発表

を促すことで，双方向のコミュ
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ニケーションを形成するように

した。 

12 

・質問項目 

「授業により知的に刺激さ

れ，さらに深く勉強したくなっ

た」 

シラバス内での授業内容（一

般目標，到達目標など）の

記述が十分ではなかった。次

年度以降において改善を目

指したい。 

・英語と日本語の使用頻度

の割合を再考する。 

・レベル設定が適切であった

か，本内容であれば「中級」

が妥当だったかもしれない。 

  

13 

・自由意見 

「教員の説明がわかりやすか

った」 

フレンドリーで親しみやすい雰

囲気を作った点。 

学生の発話を促すことと，な

るべく内容の難しさを感じさせ

ないようにすること。 

専門的な内容があっても，平

易でわかりやすい説明を行う

ように心がけること。 

 

14 

・自由意見 

「専門的な内容についてもう

少し日本語での解説が欲し

かった」 

１学期と同内容の授業であり

ながら，教員側の説明の難

易度が上がってしまった点。 

教員側が同じ授業で展開を

予測できる場合こそ，敢えて

指導スピードを落として，ゆっ

くり教えるように心がけるべき

であること。 

教員側が同じ授業で展開を

予測できる場合こそ，敢えて

指導スピードを落として，ゆっ

くり教えるように心がけるべき

であること。 

 

15 

 ・英語で文章を書くトレーニン

グができたこと。 

・戦後の日本の大衆文化を

歴史的かつ体系的に理解で

きたこと。 

・講師が学生とのコミュニケー

ションに積極的に挑んだこと。 

・学生間のコミュニケーション

ができたこと。 

・親しげな雰囲気。 

・課題発表と論文提出の経

験。 

・東アジアの観点からの日本

の大衆文化を理解できたこ

と。 

・さまざまな視聴覚資料をつ

うじて説明がなされたこと。 

 ・視聴覚資料の適切に用い

ること。 

・講義の内容について学生の

意見を聞くなど，授業中に学

生との積極的なコミュニケー

ションに積極的に挑むこと。 

 

16 

 ・英語が苦手な日本人学生

への配慮。 

・他の学生とのコミュニケーショ

ン機会を増やして欲しい。 

・もっと多くの本を読んで，深

い議論がしたい。 

日本人学生（５０％）と留学

生（５０％）が受講するこの授

業では，英語のレベルと内容

の深さのバランスをいかに保つ

かが問われるため，今後学

生間のコミュニケーションを増

やすことで，バランスを調整し

ていきたい。 

  

科目名：フランス語，フランス語演習 

１ 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

「教員の話し方は聞き取りや

すかった」 

「この授業の自分の出席率

は（  ）％程度であった」 

教員の熱意と話し方の評点

が高いと，出席率も高くな

る。特に，フランス人教員につ

いて当てはまる。 

 分かり易い授業の展開を工

夫すべきである。 

 

２ 

・質問項目 

「質問，発言，調査，自習な

どにより，自分はこの授業に

積極的に参加した」 

・自由意見 

「予習・復習の箇所が明確

であること」 

特にフランス人教員では，課

題が明確だと授業の積極的

参加度が上がった。外国語

科目でも，文法と口頭・購読

に授業が分かれていて，課題

が明確であることを評価する

自由回答があった。 

各自，次回の予習や宿題の

箇所を授業中に告知する。 

15 回の授業の宿題表を要

求する自由回答もあったが，

進行状況によって各回にやる

ことを明確にする方が柔軟で

ある。 
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３ 

・質問項目 

「授業内容の難易度は適切

であった」 

全般的に授業の難易度は，

そう思う・どちらともいえないと

の回答が多数であった。 

理解度は履修者によって異

なるので，繰り返したり，違う

アプローチの説明を試みたり

する。 

  

４ 

・自由意見 

「履修者どうしの会話練習に

関して」 

自由回答にて，評価する声

があった。 

履修者が会話の発表をする

ことで，解答を理解し，会話

と単語のバリエーションを増や

す。 

  

５ 

・自由意見 

「授業の進度について」 

Call 授業の進度よりも，対

面授業が先行するようにとの

要望があった。 

対面授業と Call 授業を対

比した進行表を作成し，その

計画に沿って授業を進めてい

る。 

  

科目名：中国語，中国語演習 

１ 

 ・TA がいて発音をたくさん聞

くことができ，自分の発音を

直してもらえた。発音やリスニ

ングが鍛えられた。 

・小テストや定期的テストで

継続的に学習できた。 

・日本人学習者の目線で教

えてもらえた。（間違いやすい

ところを指摘するなど） 

・言語だけでなく文化につい

ても知識を得られた。（雑談・

ビデオなどを通して） 

・TA の活用 

・ネイティブとノンネイティブ教

員による分業と連携の質を

上げる。 

・教員の熱意が伝わるか。 

・話し方が聞き取りやすい

か。 

・説明がわかりやすいか。 

 

 

２ 

 ・少人数でやりたい。 

・授業時間内のペース配分。 

・日本人学習者目線の指導

を受けたい（発音の指導な

ど）。 

・教員同士の連携（ペア授業

について）。 

   

科目名：ドイツ語演習 

１ 

・質問項目 

「授業は全体として満足でき

るものであった」 

少人数できめの細かい指導

を行った点が評価されたと思

われる。 

学生のレベルにあった文章を

選び，自宅での個人学習

と，教室での解説に加えて，

教室で実践練習を行った。そ

の際，一人一人の進度に合

わせたアドバイスを行った。 

語学の学習は，やはり少人

数で行う必要がある。個々

人の進度はさまざまなので，

学生一人一人に応じたきめ

の細かい指導が必要になる。 

 

２ 

・質問項目 

「授業内容の難易度は適切

であった」 

難易度はほぼ適切だったと思

われるが，やや難しすぎるテ

キストも含まれていたため，や

や低いという評価になったと思

われる。 

著名な哲学者や有名なテキ

ストにこだわらず，広い範囲

から適切な難易度のテキスト

を選んだ。 

適切な難易度の文章を選ん

でも，部分的に難易度の高

い箇所が出てくる場合がある

ので，そういう箇所については

適宜注をつけるなどして事前

にヒントを与えてもよかった。 

 

３ 

・自由意見 

「難しい独文を読む技術がつ

いた」 

個々人の進度に合わせた個

人指導と，文法事項や読解

のコツを丁寧に解説したこと

が評価されたと思われる。 

適切な量の宿題を出すほか

に，教室ではじめて読むテキ

ストによる実践練習に取り組

ませ，その際，各自の進度に

合わせた個人指導を行った。 

はじめて中級以上の文章に

接する学生には，小さなヒン

トが読解の大きな助けにな

る。個人指導により，できるだ

け多くの具体的なヒントを与

えることが望ましい。（ただしそ

のためには，少人数授業であ

る必要がある。） 

 

科目名：韓国語演習 

１ 

・自由意見 

「単語集が便利であった」 

テキストに出てくる単語をまと

めたプリントを配布した点。 

テキストに出てくる単語集を

別途に作る予定。 

テキスト内の単語や表現の

説明以外に，別途にもっと多

様な表現の単語集を作るこ

と。 
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２ 

・自由意見 

「授業で韓国の文化や社会

情勢についても知ることがで

きたこと」 

文法の以外に，韓国の文化

や社会について触れた点。 

韓国語の文法と一緒に韓国

の文化も一緒に紹介する予

定。 

文法の以外に文化面での説

明もすること。 

 

３ 

・自由意見 

「テキストが少し難しい」 

難易度。 少々難易度を下げて別のテ

キストを選ぶ予定。 

可能な限りより多くの学生の

レベルに合わせること。 

 

４ 

・自由意見 

「ＥＬＭＳを利用してほしい」 

ＥＬＭＳを利用。 ＥＬＭＳを利用する予定。 ＥＬＭＳを利用すること。  
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全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【文系基礎科目】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

科目名：人文社会科学の基礎 

１ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

「グループ・ディスカッションがよ

かった」 

ほぼ毎回グループ・ディスカッ

ションしたことが多くの学生か

ら評価された。一方，グルー

プの組み方などに学生の一

部から不満が語られた。 

引き続き，グループ・ディスカッ

ションを効果的に取り入れて

いく。同時に，グループの組み

方についてもさらに工夫をす

る。 

グループ・ディスカッションは学

生の意欲を向上させ，満足

度も高いことがわかった。 

 

２ 

・自由意見 

「マイクが聞こえにくいことが多

かった」 

音量については気をつけてい

たつもりだが，それでも聞こえ

にくい学生がいたということ

は，さらに気をつけなければな

らないということ。 

音量については TA も使って

常に気をつけるようにしたい。 

  

３ 

・自由意見 

「スライドをプリントアウトして

レジュメを配布したことがよか

った」 

 

（要改善）学生が参加する

度合いが低かった点。 

（評価）授業内容のレジュメ

の配布が評価された点。 

スライドの字が細かすぎる点

と 1 枚のスライドの情報量が

多すぎるという指摘があったの

で，スライドの工夫を検討し

ている。 

全体として高い評価は受け

ていないので他の教員の参

考にはならないと思うが，毎

回レジュメを配布することは

学生から歓迎されるようなの

で，可能であれば実行すると

よい。但し詳細すぎないよう

工夫が必要であろう。 

 

４ 

・自由意見 

「講義の直接の内容だけで

なく，大学生活および今後の

人生全般に対する考え方や

姿勢を示してくれたことが良

かった」 

とくに全学教育（大学生にな

ったばかりの 1 年生）ということ

を踏まえて，授業内容に関

連させながら，評価してくれて

いるような内容について，学

生諸君を大学の，学問の，

人生の「後輩」という位置づ

けを強くもって，及ばずなが

ら，熱意を込めて，毎回話を

しているつもりですので，アン

ケート結果から，それが伝わ

っている，と思われ，大変うれ

しく有難い評価と認識してい

ます。かかる態度は世の趨勢

とは相いれない点もあるかも

しれませんが，学生諸君（後

輩諸君）の評価を支えとし

て，今後もこの方針を続けて

いこうと思っています。 

 

(a)機材トラブル関係 

自由表記欄に記されている

ように，AV 機器を多用してお

り，何度か DVD 等の映写ト

ラブル（映像が流れない，音

声が聞こえない等）がありまし

た。これは授業展開上も問

題ですので，今後の対策とし

て，なるべく予行を試みるなど

準備に時間をかけるようにし

ていきたいと考えています。 

(b)プリント配布関係 

同じく，プリント配布の希望が

あります。これについては，私

の授業は，日本美術史の講

義ですので，毎回大量の画

像をパソコンからスライド映写

しています。文字のレジュメは

おおむねプリント配布していま

すが，画像のコピーはすべて

を配布しているものではありま

せん。意見はこれを希望する

ものと思われます。しかし，画

像数も多く，受講生も 200

名を越える授業であり，すべ

てを配布することは難しい点

があるところですが，より良い

講義内容の理解をめざして

厳選したものとなりますが，な

るべくプリント配布もできるよう

に善処したいと考えます。 

  

- 18 -



 

５ 

・自由意見 

「全体の評価は低かったが，

「言語批判」という観点から，

言葉に対するさまざまな考え

方を知り，自分なりに言語に

ついて考える機会を与えてく

れた」 

評価された点： 情報量が豊

富で，授業内容が濃かった。

また，参考文献（出典箇所）

を多く紹介してくれたことで学

修しやすかった。 

改善点： スライドの文字が

小さすぎて見にくかった。ま

た，スライドの分量が多く，要

点がはっきり分からなかった。 

スライド（プリント）の情報量が

多く，内容も濃かった，と評

価してくれる学生がいた反

面，量が多すぎて消化しきれ

ない，という批判もかなり受け

た。初めての担当科目だった

ので，時間をかけて準備を

し，力をこめたつもりだったが，

今後は，もっと学生の立場に

立って，彼らの理解度を確認

しながら講義を進める必要が

あると考えている。 

多人数の講義でも，ときどき

は，学生との双方向的なコミ

ュニケーションの時間をとること

が大切だと思った。 

 

６ 

・自由意見 

「「考える」ということについて，

ただ考えろというのではなく，

どう考えればいいのかを考えら

れたので満足だった」 

「主体的に学べなどと言われ

てもどうしたらよいかいまいち

分からず困っていたが，どのよ

うに学べばよいかなどの方法

が明確で心強かった」 

「今までも本は読んでいました

が，思ったことを書いて記録

するようにしたり，行動にも移

しています」 

大学で学ぶということについ

て，明確で具体的な理解を

育むことを目的とした。毎週

のトピックを「五感を使う，違

和感を育てる」「常識を疑う」

「問題を設定する」「実態を

捉える」「比較の重要性」「概

念で捉える」などという形で設

定し，人文社会科学者が実

践するこうした知的な技法に

ついて，実際に学生に経験し

てもらう体験型の授業とした

点。また，学期を通して，書く

ことの重要性を強調した。 

授業を概ね３分割し，最初

の 30 分を知的技法の紹

介，次の 30 分でそれを学生

に実際に体験してもらう時間

（個人作業+グループディスカ

ッション），そして最後にその

成果を発表・総括した。「技

法」の効果を感じることができ

るような作業とディスカッショ

ン・トピックを設定するよう心

掛けた。 

学生は「批判的に考えるこ

と」「自分の頭で考えること」

等周囲から言われており，そ

の重要性は理解している。た

だ，どうすればそれを実践でき

るのか分からず戸惑っている

ように感じていた。研究者が

それをどのように行っているの

か，簡単な事例を用いつつ

体験させてあげると，教育効

果が高いのではないか。 

 

７ 

・自由意見 

「グループ・ディスカッション，個

人での検討など，学生の作

業が多く退屈しなかった」 

「学生同士自分の意見を言

い合い，ディスカッションのスキ

ルも向上させることができた」 

学生はこちらが思った以上に

お互いに意見を交換する機

会を求めており，ディスカッショ

ン形式は非常に有効だと感

じた。 

単にグループ・ディスカッション

をするのではなく，トピックによ

っては直前に個人で考える

時間を設け，しっかり自分の

考えを作らせてから，グループ

での討議を行わせた点。 

ディスカッションは，それを行う

目的を明確化しなければな

らず準備が難しいが，それさ

え行えば北大生の相互学習

能力は高く，有効な手法で

はないだろうか。 

 

８ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

・自由意見 

「パワポの文字がとても多いな

という印象がありました」 

毎週のトピックについてはパワ

ーポイントにまとめて講義し

た。また，PDF 版を作成し，

ELMS に掲示し，学生が復

習に使えるようにした。 

トピックについては，すべて文

字（と講義）で伝えようとせ

ず，より分かりやすいビデオ教

材などがあると良かったかもし

れない。 

特になし。  

９ 

・自由意見 

「もう少しディスカッションの時

間が欲しかった。 

終了時間はもう少し気にして

欲しい」 

「もう少し，事前に議論の準

備をする課題があった方が良

かったと思う」 

時間配分は悩みどころであっ

た。授業を 3 分割すると，デ

ィスカッションに割ける時間は

長くて 40 分であり，十分な

時間を取れないうらみが残っ

た。実際，総括は時間切れ

になることも多かった。 

時間配分は検討課題。正

直 90 分ではきつい。100 分

から 120 分くらいの時間が必

要だろうと思う。 

特になし。  

10 

・自由意見 

「参考文献をたくさん紹介し

てくれた点」 

授業で体験した技法や，ディ

スカッション・トピックについてさ

らに掘り下げられるよう，なる

べく本を紹介した。 

できれば読書リストを作って

渡すと良かったのかもしれな

い。 

新入生が「学びたい」という意

欲を持っていることを強く感じ

た。読書のススメは，そういう

意欲に直接応えるもので，有

効な手段だと思う。 

 

11 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

授業はすべて質疑応答形式

で行ない，学生には小グルー

プ単位に分かれ見解を整理

させ，発表させた。 

応答形式で構成するために

は，質問の明確さと深さが同

時に求められ，教育内容構

成上の工夫が必須である。 

同左  
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12 

・自由意見 

「グループ討議によって多様

な意見に触れ，問をふかめる

ことができた」 

同上。 1 年生の 1 学期に受講する

学生が多いことを踏まえ，最

初は自己紹介を含めた緩や

かな討議形式をとった。討議

に慣れ，自分の見解を省察

するためのトレーニングが必要

と考えた。また討議は安心で

きる環境がないと進まない。

受講者の集団性を高めるよ

うな配慮も教員側で行った。 

学習集団の構築への配慮が

必要である。討議をしても，

教員が「正解」を示し，意見

を採点するような応答をすれ

ば，学生の討議は「正解」探

しになってしまい，自由に意

見を交換する場・集団は生

まれない。 

 

13 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

・自由意見 

「３人の教員の意見の多様

性」 

講義は３人の教員が担当し

たが，最初と最後は全員が

登壇し，学生との集団的討

議を行った。その場で教員の

見解の際も明確になり，学

生が自分の見解を確立する

うえでの一助になったと思わ

れる。 

ミニシンポのような教員間の

議論は評価や方法の多様

性と共通性を具体的に示す

ことになる。 

  

14 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

・自由意見 

「話し合いの時間の不足・資

料提示の工夫」 

事実に基づく討議のために

は，一定量の素材を提供す

ることが不可欠であるが，授

業時間の制約がある中で

は，教材の精選とそれによる

討議時間の保障が必要であ

る。 

資料提示は要点の解説のみ

にとどめた。次年度からは事

前に配布し，自宅学習を求

めることも検討したい。 

討議中心の授業形態になる

と，必然的に反転学習形式

に移行すると思われる。 

 

15 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

クリッカー，twitter の使用，

教員の実体験を盛り込むと

いったことで，熱意が伝わった

と思われる。 

学生に馴染みのある媒介や

共感しやすい素材の使用を

心がける。 

同左。  

16 

・自由意見 

「特定の学部生ではなくとも

理解でき，興味が持てる内

容だった」 

なるべく身近な素材や，誰も

が体験している事柄を取りこ

んで，授業を展開しようとした

点。 

多様な学生を対象とする科

目である点をよく理解し，素

材や説明の仕方を工夫す

る。 

なるべく学生自身がよく知っ

ている事柄，体験している事

柄をきっかけに授業を展開す

ること。 

 

17 

・自由意見 

「レポート提出遅れを 0 点と

するのは厳し過ぎる。家庭の

事情等の場合は考慮してほ

しい」 

数百名規模の授業では，提

出遅れが数十名に及ぶた

め，対処が物理的に難しいこ

とをよく説明する。また，客観

的にどうしてもやむを得ない

事情については，考慮する場

合ありとする。 

授業では，提出遅れを認め

ない理由をなるべく丁寧に説

明するよう努力している。やむ

をえない事情に関しては，申

し出があれば考慮している。 

  

18 

・自由意見 

「講義資料の作成法」 

具体的な説明が多いため、

理解がしやすい点が良かった 

今後も継続する予定。 理論→応用事例をセットで

説明すると、社会科学領域

においては効果的な説明に

なると思われる。 

 

19 

・自由意見 

「授業での発言機会がない」 

学生の発言機会を設ける。 100 人を超える講義であり、

発言を望む学生に等しく機

会を与えることが難しい。その

ため、当該講義において、質

問用シートを作成し、各講

義後に回収し、次回にフィー

ドバックする旨を伝えていた。

しかし、ほとんど活用されなか

った。次回はまずこの点を周

知し、受講者との双方向性

を確保したい。 

  

20 

・自由意見 

「私語等への注意の仕方が

望ましくない」 

注意の仕方を改善する。 板書、講義中課題などメリハ

リをつけて対応する。また、縦

長の教室であるため、後ろの

方まで目が届きにくい。今後
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同様の教室を割り当てられた

際には、TA に教室の後ろを

巡視してもらい、注意を促し

てもらう予定。 

21 

・質問項目 

「授業内容の難易度は適切

であった」 

「教員の説明はわかりやすか

った」 

とくに低い評価となっている。 入門的科目としては内容を

詰め込み過ぎ、各回の授業

密度が高すぎたと思われる。

次にこの授業を担当する機

会があれば、この点を改善し

たい。 

  

22 

・自由意見 

「資料の事前アップロード、復

習機会があることが良い」 

  授業で使うパワーポイント資

料を毎回事前にアップした点

や、２回の試験前に復習の

機会を設けて、ＴＡを含めて

集中的に質問に答えたことな

どが評価されていたので、今

後もこの方法は続けたい。 

 

23 

・自由意見 

「資料を印刷して配布してほ

しいという要望がある」 

 資料を紙で配布するように求

める声もあるが、これは当初

説明した通り、大人数のクラ

スで、資料の量も多いので不

可能。 
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全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【理系基礎科目】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

科目名：線形代数学Ⅰ 

１ 

・自由意見 

「授業の途中で５分の休憩

時間を設けたことが良かった」 

  ９０分の講義時間は多くの１

年次生には長いと感じる。集

中力は持続できないので，め

りはりが必要。 

 

２ 

・自由意見 

「丁寧すぎるくらい丁寧な説

明。板書の字が見やすかっ

た。黒板の右上の通し番号

が良かった」 

  授業の速度を落とすために

も，数学記号だけでなく言葉

もなるべく省かず板書してい

る。複数枚の黒板の教室で

は，使用順に通し番号を振

っている。板書量の確認にも

なる。 

 

３ 

・自由意見 

「最初に小テストを行う点。

授業を理解しているか確認

できるため」 

簡単な小テスト(教科書，プ

リント，ノートをみてもよい)を

講義最初に行って前回の講

義内容を思い出してもらっ

た。 

   

４ 

・自由意見 

「授業毎に小テストがあって

確認できたので良かった」 

  授業の理解度をはかるために

も，小テスト等は有効であ

る。しかし，中には負担に感

じる学生いる為，適度な回

数を実施するのが良い。 

 

５ 

・質問項目 

「教員の熱意が伝わってき

た」 

年々学生との年齢差は開く

ばかりだが，４月はじめの，こ

れから勉強するぞ! という意

気込みに答えようとしているの

が少しは効果があったのかも

しれない。 

   

６ 

・自由意見 

「黒板の下の方の文字が後

方からは見にくかった」 

 板書を工夫して，下の方を

使わないように気を付けてい

る。大きな教室では，上下に

移動する黒板を導入すべき

と科目責任者に提案した。 

  

７ 

・自由意見 

「もう少し発展的な内容があ

っても良かったと思います。教

科書に書かれていないことも

やってほしかったです」 

 わかりやすさを損なわないよう

に，発展的な話題だと明示

した上で，取り入れていくこと

は可能である。 

  

８ 

・自由意見 

「内容が高度。文系混じりの

クラスなので，数式とか理解

できない人が多いと思う。授

業中に先生から「これ，習っ

たか？」など確認があればよ

かった」 

 講義中に，使用している用

語の意味を知っているかどう

かの確認をなるべく行ってい

る。 

  

９ 

・自由意見 

「小テストの解答例があった

方がよい」 

 来年度は，必要性を判断し

て，解答例を適宜作成す

る。 

  

10 

・自由意見 

「教科書等を持込不可にし

て，定期試験のレベルを教

科書の例題程度にしてほし

 どうしても数学がもともと得意

な学生に合わせて試験を作

ってしまう傾向があるので，例

題演習を多くして，応用問
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い」 題を解く楽しみを伝えるつもり

である。 

11 

・自由意見 

「講義で使用する用語につい

て，高校までに習ったかどうか

の確認をしてほしい」 

 用語の確認を実行している。   

科目名：線形代数学Ⅱ 

１ 

・自由意見 

「テストがよかった」 

「テストの評価をしっかり明示

したこと」 

テストでは座席を指定し，不

正が行われにくい環境にし

た。テストの解答，配点，成

績評価基準を公開した。 

   

２ 

・自由意見 

「スライドを使っていてノートを

取る手間がなく，効率が良か

ったこと」 

  板書を書き写すだけの授業

を懸念してスライドにしている

が，適切に使用しなければ，

効果は薄い。 

 

３ 

・自由意見 

「もっと簡単にしてもよい」 

 具体例を多く提示するなどし

て，抽象的なものをよく理解

できるような授業にしていきた

い。 

  

科目名：微分積分学Ⅰ 

１ 

・自由意見 

「（定期試験などを除き）毎

回の授業で小テストがあった

こと」 

  前回の授業内容に関する小

テスト（ノートを見ることは許

可しているが，教科書は許

可しない）を授業開始直後

に行っている。この小テストに

より，（１）遅刻を減らす（２）

授業への導入を学生に促す

ことを期待している。また，小

テスト終了後に（Web を通じ

て）解答例を配布して，数学

での文章の記述例を学生に

提示している。さらに，（１）授

業や授業外学習へのより積

極的な参加を促す（２）成績

評価における定期試験の重

み（各学生の気持ちの上で

の重圧なども含む）を緩和す

ることを狙って，小テストを成

績評価の対象に加えてい

る。 

 

２ 

・自由意見 

「説明は口頭と併せて，すべ

て板書している」 

  板書と口頭説明が同時にな

らないように工夫するとよい。 

 

３ 

・自由意見 

「配布したプリントがよかった」 

毎講義の初めに重要ではあ

るが教科書に書いていない

内容をプリントにまとめて配布

していることが評価されてい

る。 

   

４ 

・自由意見 

「板書の早さを遅くしてほし

い。たまに板書をとりながら説

明を聞くという両立ができなか

った」 

 板書量が多くなりそうな授業

では，骨格のみを記載し，学

生が記入する部分として空

白を設けてある授業資料を

（Web を通じて）配布するよう

にした。 

  

５ 

・自由意見 

「ときどき声が通らないことが

ある」 

 なるべく学生さんの方を振り

返るようにしている。 
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科目名：微分積分学Ⅱ 

１ 

・自由意見 

「講義期間途中で行った小

テストが，理解度の確認に役

立った」 

  小テストに限らず，学生に自

身の理解度を確認させる何

らかの手立てを講じることが

必要。 

 

２ 

・自由意見 

「質問に丁寧に答えて下さっ

た」 

 質問への丁寧な対応は続け

ていきたい。 

  

３ 

・自由意見 

「黒板に向っている時間が多

い」 

 板書と口頭説明が同時にな

らないように心がけている。 

  

科目名：入門線形代数学 

１ 

・自由意見 

「授業最初に必ず前回の復

習をしたこと」 

特に文系が多い講義では，

こちらが主導して復習をやる

ことは重要である。 

   

２ 

・自由意見 

「もう少しレベルを上げてもよ

い。進行速度も遅い」 

 アンケートでは同時に，易しく

てよかった，進行速度が遅く

てよかった，という意見もあり，

レベルをどこに合わせるかが

難しい。両方をバランスよく入

れる工夫が必要である。 

  

科目名：入門微分積分学 

１ 

・自由意見 

「毎回講義のレジュメの配布

と宿題があったのがよかった」 

  ノートをうまくとれない学生も

いるので，講義のレジュメを配

布することにより講義の理解

度は向上すると思われる。 

 

２ 

・自由意見 

「講義の進め方がよかった。

説明が丁寧であった」 

入門科目であるので，講義

の進行や説明には十分に配

慮した。 

   

科目名：物理学Ⅰ 

１ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

授業中に行う簡単な実験，

毎週のレポート課題が好

評。しかし，授業の進み方が

速い。 

パワーポイントでの講義であ

るが，レジュメを配布し，復習

等に利用できるように配慮。 

毎回行う簡単な実験が学生

に好評。またレポートにコメン

トして返却することも学生の

やる気を引き出すという意見

が複数あった。 

 

２ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

講義スライドをネット上にアッ

プしたことが好評。しかし，ス

ライドの文字が小さいなどの

改善点が指摘された。 

講義室のテレビも利用して講

義を進める等学生の利便を

図った。 

授業で使った資料が pdf ファ

イルとしてダウンロードできるこ

とが学生に好評であった。 

 

３ 

・質問項目 

「教員の説明はわかりやすか

った」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

板書が丁寧で，説明が分か

りやすい。板書に時間がかか

るため，授業時間が延びるこ

とが多く学生に不評だった。 

授業時間内におさめるように

した。 

一部（？）の学生にとってはス

ライドを使った講義より，板書

での講義に好印象をもってい

る。 

 

４ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

アニメーション，動画，クイズ

等を使い，授業を進めたこと

が評価。しかし，スライドの進

め方が早すぎるという意見が

複数あった。 

動画等を用いて直観的に理

解できるように工夫して授業

を進めた。 

アニメーション，動画，クイズ

等は多くの学生に好評であっ

た。 
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５ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

学生が，この講義の方針を

十分に理解していないようで

ある。 

ガイダンスの際に，この講義の

方針とその理由を，時間をか

けて詳しく説明する。 

  

６ 

・質問項目 

「この授業１回(90 分)のため

の予習・復習に費やした時

間は平均（  ）であった」 

学生が，この講義の方針を

十分に理解していないようで

ある。 

ガイダンスの際に，この講義の

方針とその理由を，時間をか

けて詳しく説明する。 

  

７ 

・自由意見 

「期末試験のみでなく，中間

試験もあった方が良い」 

１回の試験で成績評価して

いるため，試験時間が足らな

いようである。 

試験を 2 回行なうことは可能

かも知れないので，検討す

る。 

  

８ 

・自由意見 

「テキストに書いていない部

分の説明が良かった」 

同様な意見が複数あったこと

から，講義内容の中心をこの

点においたことは，妥当だった

と考えられる。 

この方針を理解していない学

生も見られることから。何度も

説明する必要があると考えら

れる。 

  

９ 

・自由意見 

「出席を評価して欲しい」 

このような考えの学生を減ら

すことも講義の目的だが，十

分に理解していないようであ

る。 

ガイダンスの際に，この講義の

方針とその理由を，時間をか

けて詳しく説明する。 

  

10 

・自由意見 

「教科書に間違いが多すぎ

る」 

改訂版でかなり改善されてい

たが，まだ残っている。 

発見した間違いを担当者に

知らせる。 

訂正表を配布してもらえると

助かる。 

 

科目名：物理学Ⅱ 

１ 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

講義スライドをネット上にアッ

プ，毎回のレポートが好評。

板書も入れてほしいという複

数の意見あり。また講義内

容が難しいという意見もあり。 

授業の最初に講義の目標を

説明して，理解を助けるよう

にした。 

授業で使った資料が pdf ファ

イルとしてダウンロードできるこ

とが学生に好評であった。ま

た授業の最初に講義の目標

を説明することも好評であっ

た。 

 

２ 

・質問項目 

「教員の話し方は聞き取りや

すかった」 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

授業は分かりやすかったが，

板書が早く，また文字も小さ

かった。 

板書をやめ，パワーポイントを

使った講義に変更して好評

だったが，進み方が早いという

意見が複数あった。 

授業をパワーポイントを使って

行うようにすると，その資料を

ネットにアップしてほしいと学

生の要望がでてくる。 

 

３ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

の評点が前回のアンケートよ

り向上した。 

板書での講義で分かりやす

かった。また授業内容を pdf

ファイルとしてネットにアップし

たことが好評。しかし，板書が

読みにくい，文字が小さい等

の指摘が複数あり。また内容

が難しいという指摘も複数あ

り。 

毎回の授業の最初に前回の

復習を行い，理解の助けとし

た。 

板書の講義では多くの学生

が文字が読みずらい，小さい

等の問題を指摘する場合が

多い。 

 

４ 

・自由意見 

「授業中のテストで理解度

が増しました」 

「クイズで自分が理解に穴

があるのもわかって良かっ

た」 

「クイズが授業内での理解

を深めるのに効果的であっ

た」 

など 

○ 選択式のクイズを採用

した。 

選択式のクイズを採用する

ことで，全員参加型の授業

であることを強調させた。

学生全員に手を挙げるよう

に呼び掛けると，仮に手を

挙げない学生がいたとして

も，周りから刺激され，答え

なければいけないという意

識を持たせることができ

る。これにより，授業をしっ

かり聞くようになり，その結

 さまざまな工夫を行うこと

で，手ごたえを感じた。特

に，70 名という多くの学生

を担当したにもかかわら

ず，出席率（全 15 回授業）

は平均 95。1%であり，か

つ，アンケート回答数は 68

名であったことは自分にと

って自信になった。授業の

進め方等，一定の教育的

成果を出せたものと考えら

れる。 
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果，授業内容の理解度向

上に繋がったものと考えら

れる。 

また，クイズ形式の採用は

居眠りの防止にも繋がっ

た。70 人の学生の内，居

眠りをしている学生はほと

んどいなかった。 

一方で，教員側も学生の理

解度を把握できるため，授

業の進め方にフィードバッ

クをかけることができた。 

○ 記述式のクイズを採用し

た。 

記述式にすることで，能動性

を強化した。授業内容の理

解度向上に繋がったと考えら

れる。 

学生が記述式クイズを回答

している間，私自身，部屋

中を歩き回った。これにより，

学生とのコミュニケーションを

図った。今回，「N2」という大

きな教室（講堂）で行ったた

め，コミュニケーションが希薄

になる。この問題を解決する

ための対策として大変効果

的であった。また，理解不足

の学生に対しては，直接指

導した。これは学生全体の

理解度の底上げに繋がった。 

一方で，教員側も直接学生

の回答用紙を見ることができ

るため，学生の理解度をしっ

かり把握できた。これにより，

説明不足があった場合には，

授業内ですぐに対応できた。 

今回の講義を通じて私自

身が学んだことは，今後も

活かし，より良い授業の実

現に努めて行きたいと考え

ている。また，本資料が他

授業の一助となれば幸い

である。 

５ 

・自由意見 

「スライド（アニメーション）」 

「動画や図が随所に使われ

ていて視覚的にわかりやすか

った」 

「動画を用いた」 

「スライドや動画などが効果

的に使われていて，理解の助

けになった」 

など 

○ 動画や実演を示した。 

動画・実演を用いたスライド

を提示することで，理解度を

向上させた。これにより，興

味・関心を抱いてもらった。さ

らに，注意を引くことができた

ので，居眠りの防止にも繋が

った。 

○ 身の回りの応用例を示し

た。 

授業で学んだことが，身の回

りのものにどのように応用され

ていることを示し，興味・関心

を抱いてもらった。 

   

６ 

・自由意見 

「プリントを配ってくれるので復

習しやすい。クイズの解答が

のっているのも勉強しやすい」 

「スライド」 

「スライドがわかりすくて良かっ

たです」 

○ パワーポイント（PPT）方

式を採用した。 

黒板やホワイトボードを使用

すると，板書き作業（文章，

式，図，ポンチ絵等の記載

作業）で膨大な時間が費や

される。前もって，PPT を作

成しておけば，上述の問題は

回避できる。これにより，より

多くの知見を，時間を掛け

て，丁寧にゆっくり，学生に伝
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えることができる。 

○ プリントを配布した。 

PPT を用いた授業の場合，

教員の板書時間がないた

め，授業のスピードは上が

る。しかし，スピードが速いた

め，学生がノートを取れなくな

ることが懸念される。そこで，

PPT を授業のプリントとして

配布することにした。これによ

り，授業内容の理解も深ま

り，復習も容易にできる。 

７ 

・自由意見 

「大きな教室での授業だった

がスクリーンを用いて見やすく

先生の声の大きさもちょうど

良くて良かった」 

「先生の持っているイメージを

わかりやすく伝えようという姿

勢がすばらしいと思った」 

「先生がとにかく丁寧で優し

かった」 

「熱意が伝わってきた」 

「作業量・説明が適切で大

変理解しやすかった。授業の

シラバスも明解で良かった」 

など 

 

○ 授業開始前に，最初の

スライドとして，学生へのコメ

ントを提示した。 

前回提出してもらったクイズ

の回答用紙に，多くの同じ意

見が寄せられた場合には，ま

とめて PPT に記載した。 

特定の学生のみならず，他の

多くの学生に対しても，平等

にしっかり対応していることを

示した。 

○ 授業開始後すぐに，毎

回シラバスを提示した。 

毎回，シラバスを示し，今自

分がどこにいて，今回何を学

ぶかを認識させた。全体像か

らの現在地を認識することは

とても重要である。 

○ 前回のクイズの回答 

授業の初めの方で，前回の

クイズの回答を示した。 

復習も兼ね，理解度の向上

に繋がる。 

○ 最新の研究成果への応

用 

授業で学んだことがいかに実

際の研究に活かされているか

を示した。 

○ わかりやすさの追求 

とにかく，学生に伝わらなけれ

ば，意味が無いので，わかり

やすさを追求することを意識

した。 

   

科目名：化学Ⅰ 

１ 

・質問項目全般 

半数以上の受講生が良かっ

たと思う点について，残りの受

講生には改善が必要と思わ

れたと感じる。前方に座って

いた受講生には説明が届い

たが，後方に座っていた受講

生には説明が届かなかったの

ではないかと思われる。 

・良かった点： 講義内容が

簡潔にまとめられた分かりや

すい資料を使い，丁寧，かつ

簡潔に説明をしていた点。 

・改善したほうが良いと思う

点： 内容が難しすぎる。スラ

イドを印刷・配布して欲しかっ

た。マイクを使用して欲しい。 

・マイクを使用して講義する。

スライドの印刷・配布は受講

生の人数を考えると対応しか

ねる。 

・アニメーションを用いるなどし

て，要点が分かりやすい講義

資料を作成すること。 

 

２ 

 良かった点 

・演示実験が多くて具体的

に内容がわかった。 

・講義資料の配付，その内

容が明確 

・講義予定表の配布により，

予習がし易い。 

化学は実験の学問であるが

故に，演示実験に関しては

力を入れてきた。やり始めた９

年前に比べて，実験の数も

多くなり，講義の半分近くで

関連の内容の実験を見せて

きた。これにより，化学をおも

・化学については，可能であ

れば演示実験を２～３でも

行った方が，学生の理解と興

味を促すことになるかと思う。

TA を上手く活用できれば良

い。 

 

- 27 -



 

・説明が明快。 しろいと感じて，志す学生が

増えてくれることを願って行っ

てきた。工学部の現所属にこ

のまま居続けるのであるなら

ば，今年度からしばらくの間，

化学Ⅱ（有機化学分野）を

担当するであろう。無機化

学・物理化学分野の化学Ⅰ

とは異なり，有機溶媒の使

用など安全上の問題や反応

時間や色の有無などで演示

が困難になるが，できる限り

組み入れるよう現在準備を

行っている。 

３ 

 改善すべき点 

・パワーポイントのみでは眠く

なる。 

・数式が出てきたときに，文

字の説明が示されていないも

のがあった。 

・試験結果を返却して欲し

い。 

・上述のように今年度より化

学Ⅱを担当し，しばらくの間

化学 I は担当しないと思われ

る。ゆえに，数式の数は激減

すると思われるが，文字の説

明はするよう準備している。 

・パワーポイントのみになるの

は，教室のスクリーンの位置

が関係する。黒板のサイドに

スクリーンがある場合には，両

者を併用している。これは，

当たった教室の構造による。 

  

科目名：地球惑星科学Ⅰ 

１ 

・自由意見 

「プリントや説明が分かりやす

かった」 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

教科書となっている図表を要

約し，プリントとして配布して

いる点。 

今年も，プリント作成は継続

している。 

要約プリントは他の教員にも

勧められる。実際，学生はプ

リント学習により，効率的な

試験勉強が出来る。 

 

２ 

・自由意見 

「課題がもう少しほしい」 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

課題を増やす。 今年度は，４回の課題演習

を実施し，その後課題につい

て質問があったので，学生の

評価は良かったと思われる。 

  

３ 

・自由意見 

「スライド中の図表のページ

数と実際のページ数の不一

致」 

 今回新たに改訂された図表

の項目とプリントの項目を合

わせた。 

  

４ 

・質問項目 

「教員の説明はわかりやすか

った」 

・質問項目 

「教員の話し方は聞き取りや

すかった」 

説明が分かりにくいこと。 今後，１年生の授業と割りき

って，難しい説明はやめる。

教えることを選択して，余裕

をもった授業を行う。そうすれ

ば，ゆっくり話すことが出来

る。 

  

５ 

・自由意見 

「板書が見にくい，黒板を使

う時は電気をつける」 

・質問項目 

「黒板，教科書，プリントやＡ

Ｖ機器等の使われ方が効果

的であった」 

板書が見にくいこと 面倒でも TA に電気係をお

願いする。 

  

６ 

・自由意見 

「大会があるのに追試がな

い。理解がない」 

改善の必要はない    

- 28 -



 

全学教育科目に係る授業アンケート結果に関する報告書 

 

【日本語Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ／Ⅳ及び日本事情】 

 

質問項目または学生の自由

意見の概略 

①授業でよかった点や評価さ

れた点，また改善した方がよ

いと思われる点 

②①を受けて自分自身で取

り込もうと計画していること

や，すでに実施したこと 

③高い評価を得た質問項目

から，他の教員の授業改善

の参考になると見込まれる事

項 

備考 

１ 

・質問項目 

「教員は学生の質問・発言

等に適切に対応した」 

説明がわかりやすいことは重

要である。授業では一度説

明を聞いて分からなかった

が，質問したら分かるように

答えてもらったという点に満足

感を見いだしていると思量さ

れる。 

説明を，一回しただけで学習

者に理解してもらえるようさら

に工夫を重ねることを心がけ

るが，それでも理解には深浅

が生じるので，質問に対する

回答を的確にできるよう現在

の方針を徹底する。 

学習者からの質問を想定

し，どのような質問に対しても

的確に回答ができて，学習

者が理解できなかった点をフ

ォローアップできるようにしてお

く。 

 

２ 

・質問項目 

「授業により知的に刺激さ

れ，さらに深く勉強したくなっ

た」 

履修終了後，日本語の学

習・自習をさらに続けていくた

めにどのような方法や機会が

あるのか情報を特に与えてこ

なかった。ただ，見方によって

は，この授業を受けることで

学習者の学習継続意欲が

高まったとも解釈できる。 

参考書・学習法・学習機会

を最後のクラスで提示する。 

さらに学習を深めるための文

献情報・ウェブサイト・外部リ

ソースの情報収集・提供準

備が必要である。 

 

３ 

・質問項目 

「授業は全体として満足でき

るものであった」 

自由記述覧を見ると，「宿

題・課題が少なかった」という

意見が複数見られるが，他

方，「授業時間帯を 1 講時

から 3 講時にしてほしい」，あ

るいは「授業時間が長すぎ

る」などの甘ったれた意見も

複数あり，意欲の高い学生と

意欲の低い学生の双方で相

反する方向の不満があったこ

とが窺える。 

宿題・課題の回数を増や

す，或いは要求度を上げるこ

とで意欲の高い学生の要望

に対応したい。ただ，作文を

含む授業のため添削の手間

を考えると限界がある。また，

自由記述覧では学生にもっ

と厳しくしてほしいという意見

があったため消極的な学生に

は授業の趣旨を徹底させて

厳しく臨みたい。 

意欲の高い学習者の向学

心をそがないように留意する

必要がある。意欲の低い学

生は，他の授業でも同様の

記述を書いていると推察され

るので，このような学生に対

する対応は個別授業の問題

ではなく，そのような学生を排

除できる厳格な入試選抜体

制の構築にあると思量する。 

 

４ 

・質問項目 

「教員の話し方は聞き取りや

すかった」 

受講者が留学生ということも

あるがわかりやすく，間違い・

いいよどみのない発話を心が

けている。 

左記の対応を継続する。 内容・順序のみならず，一文

の従属節の数を考え，コンパ

クトな文を作り，接続詞を適

切に使うことが望ましい。 

 

５ 

・自由意見 

「先生がよくアイコンタクトする

ので，北大ではなかなか特別

なことだと思う」 

学習者の反応を見る意味で

もアイコンタクトは必要。た

だ，同じ学生ばかり見過ぎな

いよう神経は使う。 

左記の対応を継続する。 アインコンタクトの点から考え

るとパワーポイントは最悪。ス

クリーンばかり見るか，PC の

ディスプレイばかり見るか，に

なってしまう。 

 

６ 

・質問項目 

「シラバスは，授業の目標，

内容，評価方法を明快に示

していた」 

「授業はシラバスに沿って行

われていた」 

・自由意見 

「シラバスに沿って行われ，予

習や復習をしやすかった」 

各科目とも週 2 日の授業の

うち，日本語Ⅰは一日だけ

教科書を使用，日本語Ⅱと

日本語Ⅲは両日とも教科書

使用，日本語Ⅳは教科書

無しで授業を行ったが，シラ

バスに教科書の各課の進度

表を掲載して予習の便を図

ったはずの日本語Ⅱ，日本

語Ⅲでシラバス関連の評価

が低くなっているのは解釈不

能である。 

理由が不明なので対応が考

えられないが，今後シラバス

に教科書の課だけでなく，各

課で扱う学習項目も記載す

ることで授業内容の可視性

を高める工夫をすることを考

えている。 

週 2 回とも教科書を使用し

た授業の評価が低い理由が

分からない。強いて言えば，

やや教科書に寄りかかりすぎ

たかもしれない。教科書

（「を」でなく）「で」教えること

が必要。 

 

７ 

・質問項目 

「教員は効果的に学生の参

加（発言，自主的学習，作

業など）を促した」 

少人数クラスのほうが学習者

が能動的に学習したことが窺

える（当然であるが）。多人

数クラスでもある程度ペアワ

ーク，グループディスカッショ

アクティブラーニングをより一

層導入することを考えている

が，既存の日本語教科書が

アクティブラーニングを想定し

て作られていない。アクティブ

少人数クラスの方が学習者

の反応がより能動的なので，

大人数クラスでも小集団によ

る AL を積極的に採用するよ

うに工夫する。ただ，教科書
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ン，個人作業など活動をさせ

たが，やはり少人数クラスの

小回りの良さにはかなわない

ようである。 

ラーニングをしやすい教科書

に切り替えるか，自分で教科

書を作るしかない（が余力が

ない）。 

を使うとなると，左記のように

教科書が AL を想定してい

ないのが難点。 

８ 

「日本事情」について 「見学・プレゼンなどとても充

実した内容でした。」，「色々

なところに見学して面白かっ

たです。」，「見学がすごく良

かったです。」から見ると，授

業で取り上げた三つのテーマ

ごとに施設見学を 3 回行った

ことが高く評価されているのが

分かる。改善意見としても

「もっと様々なところに見学を

しに行きたい」という自由記

述があり，座学にとどまらない

内容が強く望まれている。 

左記の対応を継続する。 今回の授業の見学 3 回のう

ち 2 回が学内施設の見学で

あった。「見学」というと外部に

遠出するイメージがあるかもし

れないが，北大には学内見

学に好適な施設が数多くあ

るので，各部署と連携しなが

ら北大のリソースを活かせば，

座学と見学を組み合わせた

有効な授業が展開できるは

ずである。 
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